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１． 集計システムを利⽤するにあたって 

１.１ はじめに 

本書では「第５回中京都市圏パーソントリップ調査データ集計システム」の利⽤⽅法につい
て説明します。 

 

１.２ 利⽤可能なＷｅｂブラウザについて 

本システムは以下のブラウザにて利⽤可能となっています。 
 Microsoft Internet Explorer Version 8 以降 
 Mozilla Firefox Version 7 以降 
 Google Chrome Version 15 以降 

 
ご使⽤のブラウザがインターネットエクスプローラ 9 以降の場合、互換表⽰が必要となる場

合があります。その場合、アドレス バーの横に [互換表⽰] のボタンが表⽰されますので、そ
のボタンをクリックすると、Web ページのレイアウトが正しく表⽰されます。詳細は、以下
の URL をご参照ください。http://support.microsoft.com/kb/2618122/ja 

なお、Ｗｅｂブラウザの「戻る」「進む」ボタンを利⽤すると、本システムの画⾯遷移が正し
く⾏われないことがありますので、ご注意ください。 

 

１.３ ＵＲＬについて 

本システムは下記ＵＲＬより利⽤可能となっています。 
 http://210.128.121.203/CPTASGEN 

 

１.４ 利⽤登録について 

本システムを利⽤する際には利⽤登録が必要です。 
利⽤登録は、上記ＵＲＬのログイン画⾯で「初めてご利⽤になる場合はこちら」をクリック

し、ログイン⽤メールアドレスやパスワードなどの必要事項を記⼊後、「登録」ボタンをクリッ
クしてください。 

登録したメールアドレス宛てに、本登録⽤のＵＲＬが⾃動送信されますので、メール内の本
登録⽤のＵＲＬをクリックすると登録が完了です。以降、登録したメールアドレスとパスワー
ドでログインが可能になります。 
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１.５ 本集計システムで集計可能な項⽬について 

集計可能項⽬
ゾーン 県市ゾーン 

22 地域 
市区町村ゾーン 
中ゾーン 

世帯・個⼈属性 世帯住所 
性別 
年齢(10 歳階級) 
職業（分類 A） 
⾃動⾞運転免許の有無
運転免許の種別 
外出の有無 
外出困難の有無 
外出困難の程度 
出発場所・到着場所の種類

トリップ属性 発・着ゾーン 
移動開始時・終了時
出発地・到着地施設（分類 B）
⽬的（全分類） 
代表交通⼿段（全分類）
移動時間 
運転者区分 
同⾏者数 
⾼速利⽤の有無 
世帯利⽤⾃動⾞ 
（⾞種・所有者・使⽤燃料・ETC ⾞載）

駐輪・駐⾞場所（全分類） 

駅端末交通⼿段（細分類・分類 B）
端末所要時間 
乗降区分 
鉄道駅 

※経年集計では集計不可能な項⽬もあります。 
  

また、下記ページでは、代表的な基礎集計結果を、CSV ファイルで提供しています。 
  
http://www.cbr.mlit.go.jp/kikaku/chukyo-pt/offer/pt_5th/index.html  
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２． 利⽤⽅法について 
① 集計操作の流れを以下に⽰します。 

 

図 1 集計操作のフロー図 
 

※注１：「駅端末量集計」選択時は表⽰されません。 
※注２：「発⽣集中量」「駅端末量集計」でのみ表⽰されます。 

どのデータを集計するかの選択 

何を集計するかの選択 

集計時のゾーンサイズの指定 

集計項⽬の設定 

特性抽出条件の設定 

集計結果 

集計処理状況の確認 

集計結果の閲覧 

ログイン 

参照先：2.1 
集計⽅法の設定について

参照先：2.2 
集計対象の設定について

参照先：2.3 
着⽬ゾーンサイズの 
設定について※注１ 

参照先：2.4 
集計項⽬の設定について

参照先：2.5 
特性抽出条件の 
設定について 

参照先：2.6 
集計結果について 

参照先：2.7 
集計履歴について 

参照先：2.8 
集計結果の閲覧について

グラフの閲覧 

ＣＳＶの出⼒ 

参照先：2.9 
グラフ表⽰について※注 2

参照先：2.10 
ＣＳＶ出⼒について
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けます。（例で
名を付けます

 

オリジナル分

では「駐⾞・
す。（例では

分類を使⽤す

駐輪分類（
「駐⾞しなか

する」という

（オリジナル
かった」・・

表⽰が表れ

ル 1）」 
・） 

 

、チェッ

 



⑤⑤ 「設定」
属性：駐
これで設
 
※この時

履歴」
但し、
奥⾏き

 

 

 

ボタンをク
駐⾞・駐輪分
設定は終了で

時作成した新
から「流⽤
作成した位

きの場合も同

クリックする
分類（オリジ
です。 

新たなカテゴ
⽤して再利⽤
位置でしか使
同様） 

 

ると、次のス
ジナル１）」が

ゴリーは、そ
⽤」する⽅法

⽤できません

16 

 

テップの画⾯
が追加されて

それだけで保
法で、使⽤は

ん（表頭で作

⾯に移動し、
ています。

保存すること
は可能です。
作成した場合

、集計内容の

は不可ですが

合は表頭での

の⼀覧に、「

が、この表を

のみ使⽤可能

トリップ

を「集計

能。表側、

 



２.５

（１）

 ⽣
注

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 特性抽出条

） トリップ特

⽣成原単位、駅
注意ください。

条件の設定に

特性抽出条件

駅端末量、⼈⼝
 

について（単

件 

⼝、経年の各集

17 

 

単年ＯＤ集計

集計の条件項⽬

計の場合） 

⽬は、他にくららべて少なくななっていますののでご



ト
抽

次
 

ス
 

訂
 

集
 

ヘ
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トリップ特性 
抽出条件項⽬ 

次へ 
 

スキップ 
 

訂正 
 

集計確認 
 

ヘルプ 
  

 トリッ
き、抽

 利⽤し
⾏者数
を絞り

 ゾーン

 抽出し
⽬の値

 トリッ

 設定し

 後続の
始処理

 ヘルプ

ップ特性で抽出
抽出条件で指定
したい項⽬を選
数」「端末所要時
り込みます。
ン選択の場合は

したい項⽬にチ
値条件の設定画

ップ特性抽出条

した内容の確認

の個⼈属性抽出
理画⾯に移動し

プ内容が表⽰さ

18 

 

⽤語の説明

出条件を指定し
定可能な項⽬は
選択するか、「移
時間」などの数

は、プルダウン

チェックを⼊れ
画⾯に移動しま

条件を指定しな

認、変更が可能

出条件を指定し
します。 

されます。 

 

したい項⽬にチ
は集計⽅法によ
移動開始時」
数値項⽬は、「

ンでゾーンを指

れた後に選択す
ます。 

ない場合、スキ

能です。 

しない場合、後

チェックを⼊れ
より変わります
「移動終了時」
「▲以上△未満

指定してくださ

する事で、チェ

キップを選択し

後続処理をスキ

れます。そのと
す。 
「移動時間」

満」の形式で条

さい。 

ェックを⼊れた

します。 

キップし、集計

と

「同
条件

た項

計開



（２）

 ⽣
意

個⼈属
抽出条

次へ 
 

スキッ
 

訂正 
 

集計確
 

ヘルプ
  

 

） 個⼈属性の

成原単位、駅
ください。 

属性 
条件項⽬ 

 

ップ 
 

 

確認 
 

プ 
 

の抽出条件 

端末量、⼈⼝

 個⼈
き、

 利⽤
形式

 ゾー

 抽出
の条

 個⼈

 設定

 スキ

 ヘル

、経年の各集計

⼈属性抽出条件
抽出条件で指
したい項⽬を

式で条件を絞り
ン選択の場合

出したい項⽬に
条件の設定画⾯

⼈属性抽出条件

定した内容の確

キップを選択し

ルプ内容が表⽰
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計の条件項⽬

⽤語の説明

件で抽出条件を
指定可能な項⽬
を選択するか、
り込みます。
合は、プルダウ

にチェックを⼊
⾯に移動します

件を指定しない

確認、変更が可

した場合と同様

⽰されます。

は、他にくらべ

 

を指定したい項
⽬は集計⽅法に
「年齢」などの

ウンでゾーンを

⼊れた後に選択
す。 

い場合、スキッ

可能です。 

様です。集計開

べて少なくなっ

項⽬にチェック
によって変わり
の数値項⽬は

を指定してくだ

択する事で、チェ

プを選択しま

開始処理画⾯に

っていますの

クを⼊れます。
ります。 
「▲以上△未満

ださい。 

ェックを⼊れ

ます。 

に移動します。

でご注

このと

満」の

た項⽬

 



※「個⼈

 
・「世

下記
 

① 
し

 

内
だ

 
② 次

 

 

⼈属性抽出条

帯住所」が
記の通りです

「個⼈属性抽
します。 

左の「個⼈
内容の設定」
ださい。 

次に表⽰され

条件」で抽出

「名古屋市」
す。 

抽出条件」で

⼈属性抽出条
に表⽰され

れる画⾯で、

 

出する事例（

中ゾーンの

で「世帯住所

条件」選択画
れている「個

「中ゾーン」
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（「トリップ特

の、「千種区」

所」にチェック

画⾯が表⽰さ
個⼈属性抽出

」を選択し、

特性抽出条件

」「東区」に

クマークを⼊

されていない
出条件」の「

「参照」ボタ

件」の場合も

限定して集計

⼊れ、「次へ

場合は、画⾯
訂正」ボタ

タンをクリッ

も同様です）

計する場合の

へ」ボタンをク

⾯上部にある
ンをクリック

ックします。

 

の⼿順は

クリック

る「集計
クしてく

。 



③ 次
タ

 

 

④ ③
こ
表

 
 
⑤ 集
 

 

次に表⽰され
タンをクリッ

③の画⾯で
この時、選択
表⽰を確認後

集計開始直前

れる画⾯で、
ックします。

「選択」ボタ
択した中ゾー
後、「設定」ボ

前の画⾯にな

「千種区」と
 

タンをクリッ
ーンが、下記
ボタンをクリ

なります。集
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と「東区」に

ックすると、
記のように表
リックします

集計ボタンを

にチェックマ

②の画⾯に戻
表⽰されます
す。 

選択する事で

マークを⼊れ

戻ります。 
。 

で集計処理が

れ、右下の「選

が開始されま

選択」ボ

ます。 



（３）

集

訂

集

ヘ

ワ
つ

エ
つ

 

 

 

 

 

 

 

 

） 特性を設定

集計確認につい

訂正  

集計  

ヘルプ  

ワーニング表⽰
ついて 

エラー表⽰に 
ついて 

定しない場合

いて  集

 訂

 集
開

 ヘ

⽰に 
 表

の
な
始

 表
集
処

 集
を

合 

集計内容の設定

訂正したい箇所

集計内容の設定
開始されます。

ヘルプ内容が表

表頭、⼜は奥⾏
の場合、集計結
ない為、ワーニ
始する事は可能

表頭、⼜は奥⾏
集計処理に多⼤
処理を開始する
集計項⽬を⾒直
を減らしてから

22 

 

⽤語の説明

定を確認し、集

所があれば選択

定に問題無けれ
。 

表⽰されます。

⾏きに指定した
結果をＣＳＶ出
ニングメッセー
能です。 

⾏きに指定した
⼤な時間がかか
る事はできなく
直すか、抽出条
ら再度集計処理

 

集計処理を開始

択します。

れば、集計ボタ

。

た項⽬の区分値
出⼒した際にエ
ージが表⽰され

た項⽬の区分値
かるため、エラ
くなります。
条件で絞込みを
理を実施して下

始させます。 

タンを選択する

値の数が２５６
エクセル（Ve
れます。しかし

値の数が１,０
ラーメッセージ

をかけるなどし
下さい。 

る事で集計処理

６以上９９９以
r2003）で開

し、集計処理を

００以上の場合
ジが表⽰され集

して、区分値の

 

理が

以下
け

を開

合、
集計

の数



２.６

集計

集
 

 

 集計結果に

計ボタンをク

集計履歴照会画

について 

クリックする

画⾯へ  

 

ると下記画⾯

クリックする
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⾯に遷移しま

⽤語の説明

る事で集計履歴

ます。 

 

歴照会画⾯へ移移動します。 

 



２.７

集
つ

集

集
 

集
 

キ
 

流
 

ヘ

 

 

 

 

 集計履歴に

集計履歴画⾯に
ついて 

集計状況 

集計結果照会 
 

集計結果照会 
 

キャンセル 

流⽤して再集計

ヘルプ  

について 

に 

 集計
況の
※ 

 この
 また

画⾯
 集計

せん

 集計
 進捗

りま

 集計
計結

 集計
でき

 

 集計
計処
ださ

計 
 

 既
が可
条件

 ボタ

 ヘル

 

計処理を開始
の確認ができま

複数の集計
終了してか

の画⾯では、定
た、⼀度作成
⾯の再集計ボタ
計履歴は１年経
ん。 

計状況を表⽰
捗状況が集計処
ます。 

計状況が集計処
結果照会ボタン

計状況は集計処
きません。再度

計状況が、集計
処理の中⽌が可
さい。 

に作成した集計
可能です。集計
件で絞込みをか
タンを選択する

ルプ内容が表⽰
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⽤語の説明

した集計内容の
ます。 

計を平⾏して処
から次の集計を
定期的に進捗状
した集計内容
タンを選択す
経過すると削

します。集計状
処理完了となれ

処理完了とな
ンを押下する

処理異常終了の
度集計処理を実

計処理完了も
可能です。必要

計内容の設定
計処理異常終
かけたりする
る事で、集計確

⽰されます。

 

の⼀覧画⾯が表

処理することは
を⾏うことを推
状況を⾃動更新
を基に流⽤し
る事で可能と
除されます。任

状況は定期的
れば、集計結果

っていれば選択
ことにより、集

の場合はボタ
実施してくだ

しくは集計処理
要に応じてキ

をベースにし
了の場合も、集
ときに利⽤可
確認画⾯へ移

表⽰され、集計

は可能ですが、
推奨します。 
新します。 
て再集計した
なっています
任意に削除す

に⾃動更新され
果照会ボタンが

択可能となり
集計結果画⾯へ

ンの⾊がグレ
さい。 

理異常終了以外
ャンセルボタ

て、再度集計の
集計項⽬を⾒直
能です。 
動します。 

計処理の進捗

ひとつの集計

い場合も、こ
。 
ることはでき

れています。
が選択可能と

ます。また、
へ移動します

ーとなり、選

外の場合は、
ンを選択して

の設定をする
直したり、抽

状

計が

の

ま

 
な

集
。 

選択

集
く

事
出



２.８

集計
集計

奥
コ

再
 

Ｃ
 

実
 

構
 

集

ヘ

 集計結果の

計結果を閲覧
計結果データ

奥⾏き区分値変
コンボボックス

再表⽰ 
 

ＳＶ出⼒ 
 

実数グラフ 

構成⽐グラフ 

集計結果 

ヘルプ  

の閲覧につい

覧する画⾯と
タの出⼒もこ

変更
ス 

 奥
ボ

 奥
結

 集
 出

４
 ボ

 
 実

さ

 
 構

⽰

 表

 ヘ

いて 

となります。
この画⾯より

奥⾏き 1 番⽬〜
ボタンを選択す

奥⾏き区分値変
結果情報を、画

集計結果の内容
出⼒値は「通常
４種類の選択が
ボタンを押下し

実数グラフを表
されます。）

構成⽐グラフを
⽰されます。）

表頭、表側、奥

ヘルプ内容が表

25 

 

 
り実施します

⽤語の説明

〜3 番⽬で設定
する事で、集計

変更コンボボッ
画⾯に表⽰しま

容をＣＳＶファ
常（実数）」「表
が可能です。（
し、ファイルの

表⽰します。（

を表⽰します。
 

奥⾏きによる集

表⽰されます。

す。 

 

定したパターン
計結果に反映さ

ックスで選択さ
ます。 

ァイルに出⼒し
表頭構成⽐」「表
（「⽣成原単位」
の保存⽅法を選

（「発⽣集中量」

。（「発⽣集中量

集計結果が表⽰

。

ン毎の区分値を
されます。 

された奥⾏きパ

します。
表側構成⽐」「
」は「通常」の
選択します。 

」「駅端末量集

量」「駅端末量

⽰されます。 

 

を選択し、再表

パターンの集計

「全体構成⽐」
のみ） 

集計」でのみ表

量集計」でのみ

表⽰

計

の

表⽰

み表



２.９

集計
⾯が表

Ｐ

 

 グラフ表⽰

計結果画⾯よ
表⽰されます

ＤＦ 

⽰について 

より実数グラ
す。（グラフ表

  表⽰

 

ラフ／構成⽐
表⽰ボタンは

⽰しているグラ
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⽐グラフを表
は、「発⽣集中

⽤語の説明

ラフをＰＤＦ

表⽰すると、
中量」「駅端末

 

に変換、表⽰

以下のように
末量集計」での

します。

にグラフ表⽰
のみ表⽰され

 

⽰⽤の画
れます。） 



２.１

集計
Ver

来ませ

（

 

 

 
 

 

＜
 

 

 

 

 

０ ＣＳＶ出

計結果画⾯よ
r2003 迄のエ
せんので留意

（上記は「Inte
表⽰画⾯は異

ＣＳＶボタン
イアログが表
「開く」は原
「保存」を選
で保存されま
ＣＳＶファイ
前を付けて保
 

注意＞ 
容量が⼤きく
また、ダイア
ＣＳＶボタン
ます。 
保存（ダウン
再度ＣＳＶボ
 

出⼒について

より集計結果
エクセルで開

意が必要です

rnet Explorer
異なります） 

ンを選択すると
表⽰されますの
原則使⽤できま
選択すると、所
ます。 
イルを任意の場
保存」を選択し

くなる集計表を
アログが開いた
ン押下後は、保

ンロード）が出
ボタンを選択し

 

て 

果の情報をＣ
開く際、表頭

す。 

r11」の表⽰画

と上記のように
ので、「保存」
ません。 
所定の「ダウン

場所に保存した
して下さい。

を出⼒する場合
た後は、すみや
保存（ダウンロ

出来なかった場
してください。
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ＣＳＶ形式の
頭の数が 25

画⾯です。使⽤

に「開く」か
「名前をつけて

ンロード」フォ

たい場合や、フ

合は、上記ダイ
やかに保存作業
ロード）が完了

場合や、途中で
。 

のファイルで
6 以上の場合

⽤するブラウザ

「保存」「名前
て保存」のどち

ォルダに「cpt

ファイル名を指

イアログが開く
業を⾏ってくだ

了するまで他の

停⽌した場合

出⼒します。
合に全てのデ

 

ザにより、

前をつけて保存
ちらかを選択し

tares.csv」と

指定して保存し

くまでに時間が
ださい。 

の作業を⾏わな

は、保存作業の

。 
データを開く

存」を選択する
して下さい。 

というファイル

したい場合は、

がかかります。

ないことを推奨

のキャンセル後

く事が出

るダ

ル名

「名

。 

奨し

後、
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３． 集計システム使⽤上の留意点 

３.１ 不明ゾーン・域外ゾーンについて 

ゾーン別の、不明ゾーンコード、域外ゾーンコードの表⽰内容と詳細は下表の通りです。 
（単年） 

ゾーン区分 区分 表示内容 詳細 

中ゾーン 

不明  「各県市区町村以下不明」と表⽰  同⼀県内の中ゾーンの何れかに属す 

域外  3 県内は「（域外）」と表⽰ 

市区町村 

ゾーン 

不明  原則なし 

域外  3 県内は「（域外）」と表⽰ 

22 地域 

不明  「中京都市圏域外・不明」と表⽰ 

域外  「中京都市圏域外・不明」と表⽰ 

県市ゾーン 

不明  原則なし 

域外  「圏域外」と表⽰ 

 

上記以外の特殊なゾーン表示 

中ゾーン名称 市区町村名称 ２２地域名称 県市ゾーン名称 

名古屋市以下不明 名古屋市以下不明 中京都市圏域外・不明 名古屋市 

愛知県以下不明 愛知県以下不明 中京都市圏域外・不明 愛知県 

岐⾩県以下不明 岐⾩県圏域内以下不明 中京都市圏域外・不明 圏域外 

岐⾩県以下不明 岐⾩県圏域外以下不明 中京都市圏域外・不明 圏域外 

岐⾩県以下不明 岐⾩県以下不明 中京都市圏域外・不明 圏域外 

三重県以下不明 三重県圏域内以下不明 中京都市圏域外・不明 圏域外 

三重県以下不明 三重県圏域外以下不明 中京都市圏域外・不明 圏域外 

三重県以下不明 三重県以下不明 中京都市圏域外・不明 圏域外 

圏域外以下不明 圏域外以下不明 中京都市圏域外・不明 不明 
※上記名称表⽰の網掛け箇所は、トリップに「勤務先・通学先」が出現しないサンプルの、個⼈属性としての「勤務先・

通学先」としてのみ出現します。 
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（経年 2 時点⽐較） 
ゾーン区分 区分 表示内容 詳細 

中ゾーン 

不明  「各県市区町村以下不明」と表⽰  同⼀県内の中ゾーンの何れかに属す 

域外  3 県内は「（域外）」と表⽰  

市区町村 

ゾーン 

不明  原則なし  

域外  3 県内は「（域外）」と表⽰  

21 地域 

不明  「中京都市圏域外・不明」と表⽰ 

域外  「中京都市圏域外・不明」と表⽰ 

大ゾーン 

(県市ゾーン） 

不明  原則なし 

域外  「圏域外」と表⽰ 

 

上記以外の特殊なゾーン表示 

中ゾーン・市区町村名称 ２１地域名称 大ゾーン名称 

名古屋市以下不明 中京都市圏域外・不明 名古屋市

（域外）愛知県以下不明 中京都市圏域外・不明 圏域外

（域外）岐⾩県以下不明 中京都市圏域外・不明 圏域外

（域外）三重県以下不明 中京都市圏域外・不明 圏域外

圏域外以下不明 中京都市圏域外・不明 不明
※上記名称表⽰の網掛け箇所は、平成 23 年（第 5 回）時に、トリップに「勤務先・通学先」が出現しないサンプルの、

個⼈属性としての「勤務先・通学先」としてのみ出現します。 
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（経年 3 時点⽐較） 
ゾーン区分 区分 表示内容 詳細 

中ゾーン 

不明 
 「各県圏域外 圏域内以下不明」

「圏域外 以下不明」と表⽰ 
 5 回時の「各県市区町村以下不明」含む

域外 
 「各県圏域外 圏域内以下不明」

「圏域外 以下不明」と表⽰ 

20 地域 

不明  「中京都市圏域外・不明」と表⽰ 

域外  「中京都市圏域外・不明」と表⽰ 

大ゾーン 

(県市ゾーン） 

不明  原則なし 

域外  「圏域外」と表⽰ 

 

上記以外の特殊なゾーン表示 

大ゾーン名称 

不明 
※上記表⽰は、平成 23 年（第 5 回）時に、トリップに「勤務先・通学先」が出現しないサンプルの、個⼈属性としての

「勤務先・通学先」としてのみ出現します。 
 
 
 

（経年 5 時点⽐較） 
ゾーン区分 区分 表示内容 詳細 

中ゾーン 

不明 
 「各県圏域外 圏域内以下不明」

「圏域外 以下不明」と表⽰ 
 5 回時の「各県市区町村以下不明」含む

域外 
 「各県圏域外 圏域内以下不明」

「圏域外 以下不明」と表⽰ 

20 地域 

不明  「中京都市圏域外・不明」と表⽰ 

域外  「中京都市圏域外・不明」と表⽰ 

大ゾーン 

(県市ゾーン） 

不明  原則なし 

域外  「圏域外」と表⽰ 

 

上記以外の特殊なゾーン表示 

中ゾーン・市区町村名称 ２０地域名称 大ゾーン名称

圏域内以下不明 域内不明 不明 
※上記表⽰は、昭和 46 年（第 1 回）時のみ、「現住所」「発着地」「勤務先・通学先」に出現します。 

また、「⼤ゾーン」では、平成 23 年（第 5 回）時に、トリップに「勤務先・通学先」が出現しないサンプルの、個⼈属
性としての「勤務先・通学先」としても出現します。 
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３.２ 奥⾏きの合計について 

 平⽇単独の単年集計もしくは休⽇単独の単年集計で、奥⾏きを指定した場合、集計表の
最後に総合計の表が表⽰（出⼒）されます。この総合計の表は、奥⾏きが無い場合の表
側×表頭の表と同じ集計表です。（「平⽇・休⽇⽐較集計」、「経年集計」では、奥⾏き合
計は集計されません。） 

 但し、「発⽣集中量集計」もしくは、「駅端末集計」で「奥⾏き 1」に「乗降区分」を選
択した場合、総合計の数値は、それぞれ表側×表頭の「発⽣集中量」、表側×表頭の「乗
降計」の値です。 

 

３.３ データの秘匿処理について 

 個⼈のプライバシーの保護、特定の者へ不当な利益・不利益を与えることのないよう、
集計値が⼩さい値（４トリップ/⽇以下、4 ⼈以下）となる場合は、「0」としています。 

 上記の処理の結果、集計するパターンにより、合計値が異なるケースもあります。 
 


